
六

専
攻
学
科
目

物
理
学

生
年
月
日

昭
和
二
一
年
一
〇
月
三
日

略
　
　
　
歴

昭
和
四
四
年
　
三
月

新
潟
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同
　
四
九
年
　
三
月

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同
　
四
九
年
　
三
月

理
学
博
士

同
　
四
九
年
一
〇
月

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
助
手

同
　
五
七
年
　
五
月

東
京
大
学
理
学
部
助
手

同
　
六
三
年
　
二
月

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
助
教
授

平
成
　
五
年
　
八
月

東
北
大
学
理
学
部
教
授

同
　
　
八
年
　
四
月

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

同
　
一
〇
年
　
四
月

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
附
属
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
併
任
、
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

同
　
一
四
年
　
四
月

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
長
・
理
学
部
長
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

受
賞
者

鈴す
ず

木き

厚あ
つ

人と

日
本
学
士
院
賞



七

専
攻
学
科
目

学
際
情
報
学
（
総
合
分
析
情
報
学
）

生
年
月
日

昭
和
二
六
年
七
月
二
五
日

略
　
　
　
歴

昭
和
四
九
年
　
三
月

慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

同
　
五
四
年
　
三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同
　
五
四
年
　
三
月

工
学
博
士

同
　
五
四
年
　
六
月

東
京
大
学
理
学
部
助
手

受
賞
者

坂さ
か

村む
ら

健け
ん

日
本
学
士
院
賞

同
　
一
七
年
　
四
月

東
北
大
学
副
学
長
（
併
任
、
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

同
　
一
八
年
　
三
月

東
北
大
学
名
誉
教
授

同
　
一
八
年
　
四
月

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
長
（
現
在
に
至
る
）
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-

1
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6
.

理
学
博
士
鈴
木
厚
人
氏
の
「
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

科
学
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

鈴
木
厚
人
氏
は
、
初
期
の
段
階
か
ら
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
検
出
装
置
の
感
度
向
上
に
力
を
尽
く
し
、
超
新
星S

N
1987

A

か
ら
の
反
電

子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
太
陽
か
ら
の
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
お
よ
び
大
気
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
検
出
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
次
い
で
一
九
九
四
年
に
、
神
岡
第
三

世
代
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
装
置
と
し
て
、
一
〇
〇
〇
ト
ン
の
液
体
シ
ン
チ
レ
ー

タ
ー
を
用
い
、
水
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
装
置
で
は
検
出
し
難
い
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
の
観
測
を
目
指
す
カ
ム
ラ
ン
ド
を
立
案
し
、
二
〇
〇
一
年
に
完
成

さ
せ
実
験
を
開
始
し
た
。

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
反
応
率
が
低
く
、
検
出
器
内
の
放
射
性

不
純
物
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
反
応
擬
似
事
象
を
可
能
な
限
り
取
り
除
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鈴
木
氏
は
実
験
チ
ー
ム
を
指
揮
し
、
高
性
能
検
出
器
、

高
発
光
量
・
高
光
透
過
率
の
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
と
そ
の
容
器
を
開
発
し
、

検
出
器
内
を
自
然
界
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
一
〇
〇
億
分
の
一
以
下
と
い
う
極
低

放
射
能
空
間
に
保
つ
こ
と
に
成
功
す
る
な
ど
、
数
々
の
技
術
的
難
題
に
取
り
組

み
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
、
カ
ム
ラ
ン
ド
を
た
ぐ
い
ま
れ
な
装
置
に
仕
立
て
た
。

二
九



カ
ム
ラ
ン
ド
の
独
創
性
と
秘
め
た
可
能
性
に
魅
せ
ら
れ
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
を
は
じ
め
、
米
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
合
計
一
六
機
関
か
ら
も
研
究
者
が
加
わ
り
、
約
一
〇
〇
人

か
ら
成
る
カ
ム
ラ
ン
ド
実
験
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
た
。
鈴
木
氏
は
卓
越
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
で
実
験
を
企
画
し
、
こ
の
実
験
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
次
に
述
べ
る
反

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
科
学
研
究
で
、
多
大
の
業
績
を
上
げ
た
。

原
子
炉
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
消
失
の
発
見
と
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
の
検
証

二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
、
平
均180

k
m

の
遠
距
離
に
あ
る
原
子
力
発
電
所
か

ら
飛
来
す
る
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
測
定
を
行
い
、
三
月
か
ら
一
〇
月
ま
で

の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー3

.4
M

e
V

以
上
の
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
を
五
四
個
検
出
し
た
。
一
方
、
こ
の
期
間
中
に
原
子
力
発
電
所
で
作
ら
れ
、

カ
ム
ラ
ン
ド
で
検
出
可
能
の
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
予
測
数
は86

.8
±
5
.6

で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、99

.5
%

の
信
頼
度
で
原
子
炉
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
消

失
現
象
が
初
め
て
観
測
さ
れ
、
質
量
を
持
つ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
引
き
起
こ
す
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
の
可
能
性
が
強
く
示
唆
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
一

月
ま
で
の
デ
ー
タ
解
析
に
よ
っ
て
、
原
子
炉
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
消
失
現
象

を99
.998

%

の
信
頼
度
で
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
を

99
.7

%

の
信
頼
度
で
観
測
し
た
。

こ
の
カ
ム
ラ
ン
ド
に
よ
る
観
測
は
、
一
九
五
三
年
の
原
子
炉
反
電
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
発
見
お
よ
び
一
九
八
七
年
の
超
新
星
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測
以
来

の
、
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
研
究
上
の
快
挙
で
あ
り
、
粒
子
・
反
粒
子
対
称
性

の
も
と
で
、
三
〇
年
来
の
謎
で
あ
っ
た
太
陽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
欠
損
問
題
を
、
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
解
決
し
た
。
こ
れ
を
扱
っ

た
論
文
[1]
は
、
米
国
Ｉ
Ｓ
Ｉ
ト
ム
ソ
ン
社
調
べ
の
論
文
被
引
用
数
で
、
二
〇
〇

三
年
・
二
〇
〇
四
年
の
二
年
間
、
連
続
し
て
物
理
学
分
野
の
世
界
第
一
位
に
あ

る
。

地
球
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
初
検
出
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
地
球
科
学
の
開
拓

二
〇
〇
五
年
七
月
、
カ
ム
ラ
ン
ド
が
蓄
積
し
た
七
四
九
日
分
の
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
地
球
内
部
に
存
在
す
る
ウ
ラ
ン
や
ト
リ
ウ
ム
崩
壊
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ

る
、
地
球
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
初
検
出
に
成
功
し
た
。
ウ
ラ
ン
や
ト
リ
ウ

ム
崩
壊
の
際
に
発
生
す
る
放
射
化
熱
は
、
地
球
形
成
期
に
蓄
積
さ
れ
た
微
惑
星

の
衝
突
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
散
熱
と
と
も
に
、
地
球
内
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
で

あ
り
、
マ
ン
ト
ル
や
コ
ア
中
の
対
流
な
ど
の
地
球
内
部
運
動
や
、
地
球
形
成
・

進
化
を
理
解
す
る
う
え
で
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
地
球
反
電
子

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
検
出
の
研
究
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
地
球
科
学
と
い
う
新
分
野
を

開
拓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
球
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
領
域
で
検
出
さ
れ
た
一
五
二
個

の
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
候
補
か
ら
、
検
出
器
内
の
放
射
能
に
よ
る
擬
似
事
象

三
〇



を
差
し
引
き
、
計
二
五
個
の
地
球
反
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
検
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
地
球
科
学
者
が
広
く
認
め
て
い
る
地
球
内
部
モ
デ
ル
か
ら

予
測
さ
れ
る
一
九
個
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
放
射
化
熱
量
は
地
球
内
部

モ
デ
ル
の
予
測
が20

テ
ラ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、99

%

の
信
頼
度
で
上
限

値60

テ
ラ
ワ
ッ
ト
を
得
た
。
こ
の
値
も
、
地
球
内
部
モ
デ
ル
と
矛
盾
し
な
い
。

カ
ム
ラ
ン
ド
の
今
後
の
デ
ー
タ
か
ら
、
地
球
内
部
の
放
射
化
熱
量
や
ウ
ラ
ン
／

ト
リ
ウ
ム
比
の
直
接
測
定
な
ど
、
地
球
科
学
へ
豊
富
な
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
地
球
上
の
数
個
所
に
カ
ム
ラ
ン
ド
型
検
出
器
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
内
部
構
造
の
三
次
元
探
索
が
可
能
と
な
り
、
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
地
球
科
学
研
究
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

関
連
論
文
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2
1
8
0
2
-7

(2
0
0
3
).

[2
]

M
e
a
su

re
m

e
n

t
o

f
N

e
u

trin
o

O
sc

illa
tio

n
w

ith
K

a
m

L
a
n

d
:
E

v
id

e
n

c
e

o
f

S
p

e
c
tra

l

D
isto

rtio
n

,
T

.
A

ra
k

ietal.
P

h
y
s.

R
e
v
.
L

e
tt.

9
4

,
0
8
1
8
0
1
-5

(2
0
0
5
).

[3
]

E
x

p
e
rim

e
n

ta
l

in
v
e
stig

a
tio

n
o

f
g

e
o

lo
g

ic
a
lly

p
ro

d
u

c
e
d

a
n

ti-n
e
u

trin
o

s
w

ith

K
a
m

L
a
n

d
,
T

.
A

ra
k

ietal.
N

a
tu

re
4

3
6

,
4
9
9
-5

0
3

(2
0
0
5
).

著
書

P
h

y
sic

s
a
n

d
A

stro
p

h
y
sic

s
o

f
N

e
u

trin
o

、
鈴
木
厚
人
編
著
、S

p
rin

g
e
r

、
東
京

(1
9
9
4
)

工
学
博
士
坂
村
　
健
氏
の
「
高
リ
ア
ル
タ
イ
ム

性
能
を
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
体
系
の
研
究
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

業
績
概
要

坂
村
　
健
氏
は
計
算
機
科
学
の
研
究
・
教
育
に
努
め
、
ま
た
、
ト
ロ
ン

（T
R

O
N

）
と
名
付
け
た
独
自
の
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
技
術
体
系
の
研
究
開
発
を

行
っ
た
。
同
氏
の
功
績
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ど
れ
も
世
界
的
に
画
期
的
な
成

果
で
あ
り
、
学
界
・
産
業
界
双
方
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
以
下
代
表
的
な
功
績
を
具
体
的
に
記
す
。

１．

オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
理
念
の
提
唱

坂
村
氏
は
一
九
八
四
年
、T

R
O

N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
に
あ
た
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
今
後
重
要
な
社
会
の
基
盤
と
な
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
予
見
し
、
そ
こ
に
は
公
共
財
と
し
て
の
理
念
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

「
オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
と
い
う
理
念
を
提
唱
し
た
。
左
記
のT

R
O

N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
基
本
的
に
こ
の
理
念
に
基
づ
き
広
く
公
開
さ
れ
て
い

る
。

三
一




